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1 .  研究概要
1 ) 漢方方剤並びに 和 漢薬の血清成分 に 対す る 生
化学的研究
各種漢方方剤 エ キ ス 65種の ラ ッ ト 血清成分に 及 ぼ
す影響に つ い て 前年度に 引 き 続 き 自 動臨床化学分析
計 を 用 い て 検討 し ， 血 中 尿素窒素値 及 び総 コ レ ス テ
ロ ー ル値に 著 明 な 変動 を 生 じ き せ る 方 剤 6 種 ( 柴胡
桂枝乾萎湯， 有薬甘草湯， 小柴胡 湯， 小青龍湯， 三
黄 潟 心 湯， 乙 字 湯 ) を 見 い 出 し た 。 さ ら に こ れ ら
6 種方剤 を 構成す る 和漢薬エ キ ス を 検討 し ， 大黄，
黄連， 黄苓， 麻黄， 苛薬， 柴胡， 甘 草 に 両作用 を 見
い 出 し た 。 こ れ ら の実験結果か ら 漢方方剤の示す生
物活性 は ， 方 剤 を 構成す る 特定の和漢薬に 起因す る
こ と を 見 い 出 し た 。
2 )  代謝 リ ズム並びに 栄養条件 と 和漢薬作用
前年度 ま で尿酸代謝の 日 内 リ ズム と 食餌成分 と の
関連性 に つ い て 追求 し ， 血清尿酸値， キ サ ン チ ン オ
キ シ ダーゼ， ウ リ カ ー ゼ活性等に 日 内 リ ズムが存 在
す る こ と を 見 い 出 し た が， 今年度 は さ ら に 尿酸代謝
リ ズム に 及ぼす明 暗変更の影響に つ い て 検討 し ， 明
暗 が尿酸代謝に 主要な役割 を 演 じ て い る こ と を 明 ら
か に し た 。 ま た 薬用 人参サ ポニ ン の糖代謝に 及ほす
影響 を 究明 す る た め の 基礎研究 と し て ， 肝 ・ 腎 の ピ
ル ビ ン 酸 キ ナ ー ゼ、 を 測定 し ， 摂食成分に よ る 応答性
を み た 結果， 肝 では 炭水化物量 に 依存 し て 酵素活性
が増加 し ， 腎 では タ ン パ ク 質量 に 依 存 し て 変動す る
と い う 興味 あ る 事実 を 見 い 出 し た 。
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1 .  研究概要
病態生化学部 門 は ， 病態動物の生化学的研究 を 行
な う と と も に ， 病態動物に 対す る 和漢薬効 果 を 生化
学 的 に 研究す る こ と を 目 的 と し て い る 。
1 ) 体質の遺伝学的な ら ぴに病態生化学的研究 ( 荻
田 善一， 山 村研一， 林和子 )
従来か ら 和 漢薬効果に 関す る 科学的解析は ， 含有
さ れ る 有効成分の解 明 に 主 と し て 研究が向 け ら れ て
き た 。 し か し 和 漢薬効果の解明 に と っ て ， も う 一つ
重要 な 問題 は 擢 患 時に お け る 「証」 と い わ れ る 体質
あ る い は 個 人差 に 基づい て も た ら さ れ る 症候群に 応
じ て 方剤 ( 処方 ) の決定 さ れ る 点 に あ る 。 擢 患 し た
個 人 に 注 目 し ， そ の 人 の個 人差に 基づ く 病態変化 を
遺伝的， な ら びに 病態生化学 的 に 解析 し ， 「証」 あ る
い は 体質 を 科学的解明 し ， そ れ に と も な う 処方す な
わ ち 方剤 と の関連性 を 明 ら か に し た い と 考 え て い る 。
2 )  T 細胞機能測定法の 開 発 と こ れ に 対す る 和漢
薬の効果 ( 中 島松一 )
強度に 化学修飾 し た タ ン パ ク 抗原 は ， nat ive タ ン
ノ f ク に 対す る 抗体 と は 反応せず， nat ive タ ン パ ク に
対す る 抗体産生 も 誘導 し 得 な い が， nat ive タ ン パ ク
特異的 T 細 胞機能 を 刺 激す る 能力 を 保持す る こ と を
明 ら か に し ， こ の修飾抗原 を 免疫 原 と し て ， IgG 抗
体産生 の た め のへルパー T 細 胞， 遅延型過敏反応、 に
関与す る T 細 胞， 及 び こ の誘導 を 抗原特異的に 阻害
す る 抑制性T 細 胞等の機能 を 定量的に 測定す る 系 を
マ ウ ス で作成 し た 。
こ れ を 用 い 種々 の和漢薬の効果 を 検討 し ， 梅寄性
( Ganoderma appl anatum ) 多糖体が遅延型過敏反応
誘導 を 著 し く 増 強す る が こ の効果 は ， 抗原非特異的
ampl i f ier  T 細 胞 に よ っ て 説明 き れ る こ と を 示 し た 。
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3 )  内分泌 に 対す る 和 漢薬の作用
前年度 ま で薬用 人参の サ ポニ ン 成分が下垂体副 腎
皮質系刺 激作用 の あ る こ と を 明 ら か に し た が， 今年
度 は こ の 人参サ ポニ ン に つ い て 詳細 に 追求 し ， A C  
T H 及 ぴ副 腎皮質 ホ ル モ ン 以 外の も の と し て 陣 ホ ル
モ ン ， 甲 状 腺 ホ ルモ ン へ の作用 を も 検討 し 新 し い知
見 を え た 。 さ ら に 柴胡 の サ イ コ サ ポニ ン 等に つ い て
も 内分泌へ の 作用 の あ る こ と を 明 ら か に し た 。
2 .  学会報告
1 ) 大浦彦吉， 長津哲郎， 渋 谷真也 : ラ ッ ト 血清
成分に 及 ぼす和漢薬作用 の研究 ( 1 ) ，  日 本薬学会第
98年会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
2 ) 大浦彦吉， 渋 谷真也， 長津哲郎 : ラ ッ ト 血清
成分に 及 ぼす 和 漢薬作用 の研究 ( II ) ， 日 本薬学会第
98年会， 1978， 4 ，  岡 山 .
3幻) 横j津畢隆子， 奥 回 祥子， 永 川 智子， 長j津畢哲郎，
大浦彦吉 : 肝 お よ びぴ、腎 ピ ル ビ ン 酸 ヨキT ナ 一セ
分 に 対す る 応応、答， 日 本薬学会第98年会， 1978 . 4 ，  
岡 山 .
4 )  横 山 弘 臣， 日 合奨， 長津哲郎， 大浦彦吉 : 薬
用 人参サ ポニ ン の下垂体 一 副 腎皮質系刺激作用 ， 日
本薬学会第98年会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
5 )  日 合奨， 横 山 弘 臣， 大浦彦吉 : 薬用 人参サ ポ
ニ ン の下垂体 ・ 副 腎皮質系刺激作用. 和漢薬 シ ン ポ
ジ ウ ム ， 1978 . 9 ，  富 山 .
6 )  横 山 弘 臣， 日 合奨， 長津哲郎， 大浦彦吉 : 薬
用 人参サ ポニ ン そ の他 2 ， 3 のサ ポニ ン の下垂体副
腎皮質系刺激作用 ， 日 本生化学会， 1978 . 1 1 ， 京都.
3 . 原 著
1 ) 長津哲郎， 渋谷真也， 大浦彦吉 : 漢方方剤並
びに 和漢薬の 血清成分 に 対す る 生化学的研究 1 ) ラ
ッ ト 血 清成分に 及ぼす漢方方剤 の影響， 薬学雑誌，
98 : 1642 - 1650， 1978. 
2 )  横津隆子， 金井久美子， 大浦彦吉 : 尿酸代謝
リ ズム に 及 ぽす 明 暗変更の影響 に つ い て ， 栄養 と 食
半量， 3 1  : 497 - 500， 1978， 
3 ) Yokozawa， T. ， Okuda ， S. and Oura ， H. 
Infl uence of D i etary Prote in， Carbohydrate， 
and Fat on Pyruvate Kinase Act ivi ty in Rat 
L iver and Kidney. Agr ic. B i ol .  Chem. 42 : 
1895 - 1900， 1978. 
